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高
木
兼
寛
二
八
四
九
～
一
九
二
○
）
の
児
童
に
対
す
る
健

康
教
育
観
を
臨
時
教
育
会
議
で
の
発
言
内
容
か
ら
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
研
究
を
行
っ
た
。

研
究
資
料
と
し
て
、
大
正
六
年
に
内
閣
の
諮
問
機
関
と
し
て

設
置
さ
れ
た
臨
時
教
育
会
議
に
お
け
る
出
席
者
の
発
言
の
速
記

録
を
用
い
、
高
木
兼
寛
の
児
童
に
対
す
る
健
康
教
育
観
の
表
現

さ
れ
て
い
る
第
二
～
四
回
総
会
で
の
発
言
に
注
目
し
、
そ
の
内

容
を
分
析
し
た
。
速
記
録
は
文
部
省
編
「
資
料
臨
時
教
育
会
議
」

第
一
巻
（
全
五
冊
）
、
文
部
省
、
一
九
七
九
を
用
い
た
。

臨
時
教
育
会
議
は
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
十
月
一
日
か
ら

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
三
月
二
八
日
ま
で
の
一
年
半
の
間
に

15

高
木
兼
寛
の
健
康
教
育
観
に
関
す
る
研
究

（
第
一
報
）
Ｉ
臨
時
教
育
会
議
で
の
小
学
校
教
育
改

善
に
関
す
る
発
言
内
容
か
ら
Ｉ

ワ
】

ワ
〕

蝦
名
總
子
・
平
尾
真
智
子
・
芳
賀
佐
和
子

Ｕ
慈
恵
看
護
専
門
学
校

副
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科

総
会
三
○
回
を
開
催
し
た
。
総
裁
・
副
総
裁
は
大
臣
経
験
者
が

就
任
し
、
委
員
は
枢
密
顧
問
官
、
貴
族
院
・
衆
議
院
の
議
員
、

内
閣
書
記
官
以
下
法
制
局
・
内
務
省
な
ど
政
府
諸
機
関
の
代
表

者
、
官
立
・
私
立
の
高
等
教
育
機
関
関
係
者
な
ど
三
○
数
名
で

あ
っ
た
。
諮
問
は
小
学
校
教
育
、
高
等
普
通
教
育
、
大
学
教

育
・
専
門
教
育
、
師
範
教
育
、
女
子
教
育
、
実
業
教
育
、
な
ど

ほ
ぼ
全
領
域
に
及
ん
だ
。
高
木
兼
寛
は
当
時
七
○
歳
で
、
東
京

慈
恵
会
医
院
医
学
専
門
学
校
長
で
あ
っ
た
。
彼
は
明
治
八
年
英

国
に
留
学
し
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
病
院
医
学
校
を
卒
業
、
一
四
年

に
成
医
会
講
習
所
（
後
の
慈
恵
医
大
）
、
一
五
年
に
有
志
共
立
東

京
病
院
（
後
の
慈
惠
医
大
病
院
）
、
一
八
年
に
看
護
婦
教
育
所

（
後
の
慈
恵
看
護
専
門
学
校
）
を
創
設
し
た
。
東
京
海
軍
病
院
長
、

海
軍
軍
医
総
監
な
ど
を
歴
任
、
海
軍
兵
食
改
善
で
脚
気
予
防
に

成
功
し
た
経
歴
を
も
ち
、
貴
族
院
議
員
も
務
め
て
い
る
。

高
木
は
全
三
○
回
の
う
ち
二
六
回
の
会
議
に
出
席
、
ほ
ぼ
毎

回
発
言
を
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
彼
の
児
童
に
対
す
る
健
康
教

育
観
の
表
現
さ
れ
て
い
る
発
言
の
多
い
第
二
～
四
回
の
小
学
校

教
育
改
善
を
主
題
と
し
た
会
議
に
お
け
る
発
言
内
容
を
整
理
し

分
析
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
へ
高
木
の
発
言
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
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が
で
き
る
、
小
学
校
の
体
育
Ｅ

と
体
育
教
育
を
強
調
し
て
い
る
。

な
も
の
で
あ
っ
た
。

①
児
童
の
体
格
向
上
の
必
要
性
に
関
し
て
。
国
民
の
体
格
・

肉
体
的
欠
陥
を
軍
隊
、
学
生
、
幼
稚
園
、
女
性
、
子
供
、
教
員

の
例
を
あ
げ
て
指
摘
し
体
位
向
上
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。

②
小
学
校
の
行
事
・
研
究
に
関
し
て
。
運
動
会
、
学
芸
会
、
賞

罰
、
研
究
の
あ
り
方
を
述
べ
て
い
る
。
③
生
徒
・
教
員
の
服
装

に
関
し
て
。
靴
、
日
光
浴
・
空
気
浴
、
帽
子
、
運
動
服
、
袴
、

足
袋
、
猿
股
・
股
引
に
つ
い
て
健
康
上
の
観
点
か
ら
利
害
を
説

い
て
い
る
④
学
用
品
・
学
校
設
備
に
関
し
て
。
教
科
書
、
筆
、

紙
、
石
盤
、
鉛
筆
、
色
鉛
筆
、
机
の
高
さ
・
腰
掛
け
の
高
さ
、

近
眼
、
な
ど
に
関
し
て
健
康
の
視
点
か
ら
自
分
の
考
え
を
述
べ

て
い
る
。
⑤
学
校
建
築
に
関
し
て
。
全
国
画
一
的
で
衛
生
に
配

盧
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
⑥
体
育
教
育
に
関
し
て
。

体
育
を
重
ん
じ
る
気
風
が
な
い
、
小
学
校
教
育
に
お
け
る
健
康

へ
の
配
慮
は
体
育
が
あ
っ
て
こ
そ
教
育
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
、
小
学
校
の
体
育
に
兵
式
体
操
を
用
い
た
方
が
よ
い
、

こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
対
策
を
提
言
で
き
る
の
は
大
正
元
年

頃
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
全
国
の
学
校
で
の
衛
生
講
演
な
ど
に

よ
り
、
児
童
・
教
員
の
体
格
、
学
校
設
備
な
ど
を
実
際
に
観
察

し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
高
木
の
発
言
内

容
に
は
学
理
よ
り
も
実
証
・
実
践
を
主
眼
と
す
る
公
衆
衛
生
的

視
点
を
持
っ
た
英
国
医
学
を
学
ん
だ
医
師
と
し
て
の
特
質
が
現

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
発
言
内
容
か
ら
、
高
木
兼
寛
の
児
童
に
対
す
る
健

康
教
育
観
の
特
徴
と
し
て
、
将
来
の
国
民
体
位
の
基
盤
と
な
る

児
童
の
体
位
向
上
、
健
康
保
持
の
対
策
を
小
学
校
の
行
事
、
生

徒
の
服
装
、
学
用
品
・
学
校
設
備
、
学
校
建
築
、
体
育
教
育
の

観
点
か
ら
具
体
的
に
講
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。


